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援用することも，人間理解の上で有効であると同時に，理解を阻んでしまう危険性も季んでいる  


























めの本能である，と云えよう。   
そもそも，同種の動物同士は何のために闘うのか。それは，次の4点に要約される。  




④順位制；集団の秩序を維持し，攻撃性を社会的に有用なものとして機能させる。   
種内で行なわれる闘争とはいえ，その目的は，種全体の存続にあり，その意味で，必要不可欠  
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であり，健全な能力なのである。  

















③敗北・屈従の意思表示の定式化；威嚇と反対の姿勢の呈示，急所の呈示，オスによるメスの   
姿勢の呈示，子供の体位や行動，毛づくろい・挨拶。  




的に攻撃性が備わり，また，自己破壊的要素を抑制する機能も備わっているといえよう。   
しかし一方で，攻撃中止のサインが機能しないことがあるのは人間に限られるという。これは，  
人間のどのような特質に由来するのであろうか。さらにいえば，人間の攻撃性を規定するそもそ  
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3．社会的横能説   






見ることによって新しい行動を学ぶ「モデ 1）ング」の視点を加えた研究では，Bandura，A．，Ross，  
D．＆Ross，S．（1963）の実験が有名で，大人が人形に暴力を振るう様子を見た子どもの攻撃的言動  










1．心のエネルギーという見方   
心理臨床の領域において，攻撃性という概念は，それ自体，独立したものとして扱われてきた  












いう心のエネルギー観がつくられた。   
Freud，S．が一貫して二元論的立場に立ち，また，エネルギーに性的性質を付与したのに村し，  
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ルギーが低下した統合失調症者の心を，無意識レベルで空想力が活性化されており，創造的な力  

































Winnicott，D．W．へと引き継がれた。   
第1次世界大戦を経てまとめられたr快楽原則の彼岸（1920）」になると，生の欲動（エロス）  
と死の欲動（タナトス）の二元論が打ち立てられ，人間は生来にして2つの欲動を持っており，  
































（3）攻撃性の文化的問題   
戦争を体験し大量の殺教・破壊を目撃したFreud，S．と，人間の悪を普遍的無意識のテーマとし  
て推し進めたJung，C．G．の視点は，文化的に攻撃性がどう扱われてきたかにも通底する。   
Freud，S．は，アインシュタインの「人類を戦争の悲運から救う方法はあるか」という問いに答  
える形で展開された「戟争はなぜ（1933）」において，人々には破壊や殺戟を求める衝動が存在  
しており，戦争をその衝動の合法的な捌け口として利用すると述べた。   
ユング派分析家Qualls－Corbett，N．（1988）は，攻撃性を，本来はエロスであった筈のものが  
「身体的虐待，相手かまわぬセックス」といった形で分離したものと捉える。官能的な愛の中に  
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こそ，エロスも神聖な性も含まれているにも拘わらず，性の暴力や援助交際が行なわれ，エロス  
が定められてしまっているという。そして，エス（Freud，S．）を無視して霊性と性とが分離して  














（1）心のエネルギーの発達と母子関係   
乳幼児期において，養育者との間で体験される密な二者関係から，生きるために必要な心のエ  







い怒りを持つことが，親との再結合を求める重要な機能なのである。   
Kohut，H．（1977）もまた，親による子への共感の重要さを強調し，攻撃性とは，自分に共感し  
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基盤となる「生きている証」としての心のエネルギーなのである。  







攻撃的エネルギーの発動と密接に関わっている，という見方が含まれている。   





題行動や自己破壊行動という形で，攻撃性が発動されることが多いのである。   
また，臨床場面においても，対人関係性の中において，様々な形での攻撃性が見られる。次に  
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せるのである。治療的には，清疑心が，善悪の共存する現実を取り入れる糸口になるという認識  
で，共感的に関わることが有効である，と坂口（1984）は述べる。  
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